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起　　立 石王　亨　　ＳＡＡ

握　　手

点　　鐘 谷口　善一　会長

開会宣言 石王　亨　　ＳＡＡ
ロータリーソング 奉仕の理想

岡田　幸紀　会員
宇野　瑛右　会員
小枝　秀則　会員
田中　義博　会員

高橋　辰雄　会員
中山　正良　会員
猪子　茂昭　会員
小枝　秀則　会員 　　　　☆☆☆☆おおおお祝祝祝祝いのいのいのいの言葉言葉言葉言葉☆☆☆☆
白木　幸久　会員
広瀬　敏之　会員
田中　義博　会員

4 月 13 日 (水) 会員卓話　12:30～

4 月 20 日 (水) 会員卓話　12:30～

4 月 27 日 (水) 特別休会日

5 月 4 日 (水) 祝日休会日

　　４月の誕生祝

　　４月の結婚祝

第８２６回

2011年4月6日

　皆さん、こんにちは。ここ２～3週間、毎回震災の

お話しばかりで少し気が引けるのですが、どうしても

この話題なくしては始まらない程、大きな問題です。

　当クラブの野村幹事が早速被災地に駈け付け、お手

伝いをされて戻って参りました。

　我が音更クラブもそれぞれ個人個人の協力とクラブ

としての義援金を多額用意することができました。早

急に2500地区の方へ送金をしたいと思っておりま

す。本当にありがとうございました。



　『　『　『　『被災地被災地被災地被災地のののの状況状況状況状況についてについてについてについて』』』』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村野村野村野村　　　　泰司泰司泰司泰司　　　　会員会員会員会員

野村 泰司 会員 二週間ご迷惑をかけました。

小野 信次 会員 お花ありがとうございました。

中山 正良 会員 春らしくなって来ました。

宇野宇野宇野宇野　　　　瑛右瑛右瑛右瑛右　　　　会員会員会員会員　　　　　　　　在籍在籍在籍在籍２１２１２１２１年年年年

佐藤佐藤佐藤佐藤　　　　　　　　誠誠誠誠　　　　会員会員会員会員　　　　　　　　在籍在籍在籍在籍１１１１年年年年

谷口谷口谷口谷口　　　　恭子恭子恭子恭子　　　　会員会員会員会員　　　　　　　　在籍在籍在籍在籍1111年年年年

計算に用いる ホームクラブ

会員数 出席者

８２４回 42 22 4 20 61.9%

８２６回 42 22 0 20 52.4%

＜月曜日＞ ＜水曜日＞ ＜木曜日＞

＜火曜日＞

＜金曜日＞

発行元：音更ロータリークラブ　会報委員会
中山正良・白木幸久・小高良樹・高橋辰雄・阿部英輝・原田稔三・前田敏・佐藤誠・小枝秀則

メークアップ 欠席 出席率例　会

2011年4月6日 千葉　悟　出席委員長　

入学シーズンです。子供の笑
顔が見られます。

田中 義博 会員

広 尾 Ｒ Ｃ

帯広南ＲＣ

芽 室 Ｒ Ｃ

帯広東ＲＣ

：日高信金広尾支店２Ｆ

：北海道ホテル

：めむろーど２ＦセミナーホールⅡ

：帯広ワシントンホテル

音 更 Ｒ Ｃ

帯 広 Ｒ Ｃ

上士幌ＲＣ

：ハピオ木野コミュニティＢ

：ホテルノースランド帯広

：川村会館

足 寄 Ｒ Ｃ

清 水 Ｒ Ｃ

帯広西ＲＣ

帯広北ＲＣ

：足寄銀河ホール

：清水町中央公民館

：北海道ホテル

：ホテルノースランド帯広

　私共の業界には、葬祭協同組合と全日本霊柩自動車
協同組合という２つの団体があります。
そちらからの人道支援の要請があり、被災地に行って
参りました。
　11日に震災が起きまして、13日に連絡が入り、14
日午後3:00に出発ということで、自分自身の食糧・飲
み物・身の回りの物全て用意し、車に積み込み出発い
たしました。
　函館に集合ということで、全道から霊柩車17台・人
間が25～30名位集まり、最初は宮城に向う予定で
フェリーに乗り込みました。青森で又色々と準備の為
の買い足しをして出発しようとした所、県からの許可
が出ないという事で、急遽、岩手に行き先を変え出発
しました。
　私共の組合は、各都道府県と災害協定を結んでいる
のですが、宮城県とは結ばれていなかったのです。
　岩手県の盛岡に集結して、県の職員から「沢山の
方々が亡くなられています。」との説明を受けまし
た。
盛岡では、青森・秋田からの応援もあり、霊柩車30～
40台・人間も50～60人位集まりました。
「電話も電気も通じない。治安も悪くなり始めている
ので、気を付けて下さい。」との説明を受け、盛岡を
拠点にして2人1組で行動する事に決め、我々は陸前高
田の中学校の避難所と盛岡との往復130kmを1日2
回、毎日繰り返してきました。
ともかく目を覆いたくなる様な惨状で、私共も仕事を
通し色々な場面を見て参りましたが、我々自身もケア
が必要になる位、涙の流さない日はありませんでし
た。
　お手伝いをする中、東北の方々とふれ合い、その粘
り強さと人の温かさ、優しさを逆にもらった様な気が
しました。
　今後も皆さんの東北地
方へのご協力とご理解を
いただきますよう心より
お願い申し上げます。

がんばれがんばれがんばれがんばれ日本日本日本日本！！！！!!!!


